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辺野古土砂全協第５回総会、沖縄で開催 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 月 27 日午後、第 5 回総会記念「その土砂ストップ！沖縄集会」には、沖縄県内から 230 名、県

外から 50 余名が参加、海勢頭豊さんのコンサートで始まり、熱気に包まれたあっという間の 4 時間。

そして参加者全員で「団結ガンバロウ！」で閉会しました。（詳細、2～６頁をご覧下さい。） 
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辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会 第５回総会記念 

その土砂ストップ！沖縄集会 
――― いのちの海に基地はいらない ――― 

              辺野古土砂搬出反対熊本県連絡協議会事務局長 生駒研二 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 嘉手納基地のある沖縄市で開催された【その土砂

ストップ！沖縄集会】。司会は『本部町島ぐるみ会議』

の原田みき子さんと『島ぐるみ会議名護』の浦島悦

子さん。沖縄県議会議員の仲村未央さんの歓迎挨拶

で幕を開ける。 

 仲村さんは沖縄県の「公有水面

埋立事業における埋立用材に関

わる外来生物の侵入防止に関わ

る条例」の制定の中心となった人。

沖縄平和運動センター（議長は山

城博治さん）の副議長でもある。沖縄市選出の、正

に地元の県議としてステージに立たれる。心からの

歓迎と連帯の挨拶。日米両政府の権力的圧力の中で、

私たちの運動が小さくても光となっていると感じる。 

 そして【 海勢頭 豊 コンサート 】。一番楽しみ

にしていた。海勢頭さんの『喜瀬武原（きせんばる）』

は大好きな曲だ。30数年前、沖縄の教職員仲間が九

州ブロック集会で歌ってくれた時、鳥肌が立った。

今日はナマ歌が聞ける。娘の Ai さん（バイオリン）

と歌手の Michisa さんの３人で登場。沖縄の想いの

こもった曲が披露される。初めて本物の『喜瀬武原』

を聴けた。しみじみとしかし力強い。サン（竜宮神

サメの琉球語。ジュゴンのこと）の話も聞けた。天

草四郎もジュゴンと繋がっていると。 

 開会挨拶は名護選挙区の沖縄県議会議員の親川敬

さん。稲嶺名護市長時代に６年間副市長を務め、「日

本一のまちづくり」に尽力し、2016年オール沖縄で

県議に当選された。翁長知事と稲嶺市長のパイプ役

として奮闘されていたが、先の

名護市長選では稲嶺氏は敗れ

た。いざという時は何でもする

権力に、私は恐ろしさを感じた。

それでも親川さんは、沖縄集会

が大きな意義を持つことを訴えられた。 

 

北上田毅さんが講演 

 続いて、北上田 毅さんの講演だ。北上田さんは

沖縄平和市民連絡会で活躍、抗議船の船長でもある。 

 『辺野古新基地建設事業の現状と課題―7 月土砂

投入までに埋め立て承認の撤回を！—』と題し、埋め

立て事業の問題点をまとめる。 

・施工順序を大幅に変更し、辺野古側での護岸工事

を先行させていること。 

・埋め立て工事に関する事前虚偽が行われていない

こと。 

・サンゴ類の移植を行わないまま土砂投入は許され

ないこと。 



- 3 - 

 

・外周護岸が低い状態で埋め立てを開始してはなら

ないこと。 

・特定外来生物の除去策がなく、沖縄県土砂条例に

抵触すること。 

・大浦湾に活断層が見つかったこと。 

・ケーソン護岸下部の地盤が N 値ゼロの長軟弱地盤

だとわかったこと。 

・飛行場周辺の高さ制限を超える建物があること。 

 問題点をあげて、北上田さん

は「7 月までは土砂投入は無理

でしょう。しかし、これだけの

問題があるのだから知事には

早く埋立承認の撤回を表明し

てほしいし、知事選で勝つと、必ずストップできる」

と静かに語られた。説得力のある話で、参加者は勇

気付けられた。 

 

本部（もとぶ）町の現状 

 北上田さんの講演の後は、本

部港現状報告を本部町議会議

員の仲宗根須磨子さんから頂

く。実は翌日本部港に行ったが、

目の前の採石場から大型ダン

プが次々と岩石を運び込み、巨大な爪のようなクレ

ーンで運搬船に投入している様は、すさまじかった。

これを、運び込むと情報がはいったら、すぐに仲間

が集まり、「やめてください」の行動を起こすと言う。

少しでも遅れさせたいから、「やめてください」のお

辞儀 3 回までは警察は手を出さないでとお願いした

と、笑わされる。 

 

全国港湾の闘い 

 次は全国港湾特別報告だ。

全国港湾は国内最大の港湾

労組で、組合員 2 万人余り。

2015 年 9 月に『辺野古新基

地建設反対対策委員会』を設

置。報告者の諸見力さんは委員会事務局長だ。「労働

者の職場が、違法な行為を行う職場であってはなら

ない。使用者は違法な行為を強要しない責任がある」

と、日本港湾協会へ次のような要求書を出しておら

れる。「・沖縄の港湾労働者は生命と安全が脅かされ

てきた。沖縄の港湾を戦場としない措置を政府に求

めること ・辺野古の新基地建設工事は違法行為。

政府の違法行為を看過しないこと ・新基地建設に

伴う土砂搬出入作業を行わないように会員店社に指

導徹底を行い、禁止すること ・以上について労使

協定を締結すること ・政府の違法行為に対し、労

使共同で反対運動に取り組むこと」。諸見さんも静か

に話された。自分の場で自分のできることを、具体

的にやっておられる人は動じない人だと感じた。 

 

 休憩後、山城博治さんの挨拶から始まった。「ノー

ベル平和賞にも推挙された」

行動する人だ。昨年末から熊

本にも 3 回来て頂いた。土砂

全恊への期待も大きい。その

元気な姿は、やはり嬉しい。 

 

各地からの報告 

 続いて土砂搬出予定県各地からの報告。 

【辺野古のケーソンをつくらせない 

三重県民の会】 

 毎月のチラシ配り、これからの県内各地での川口

真由美さんのコンサート開催、辺野古のケーソンを

つくらせない署名活動、JFE エンジニアリングへの

要請活動等を紹介され、広く辺野古の問題を訴えて

いく決意が語られた。 

【故郷の土で辺野古に基地をつくらせない！ 

香川連絡会】 

 小豆島の岩ズリが辺野古の埋立に使用されること

を、講演会・映画会・街頭アピールで県民に広く知

らせると同時に、香川県との交渉や、県議会での質

問内容が紹介された。  

【辺野古に土砂を送らせない！山口のこえ】 

 自民党の天領のような山口県。ここで知恵を絞り、

沖縄県の外来生物侵入防止条例に山口県が協力する

ように求める要請書を作成、市民グループ 34 団体

と 6 県議の賛同を得て提出。「出来ることは真摯に対

応する」答弁を引き出した。搬出地での集会や写真
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展、ビラ入れ等で、地元からの反対の声も上がって

いる。  

【「辺野古埋立土砂搬出反対」北九州連絡協議会】 

 これまで 7 本の映画上映会をやった。映画の力

はすごい。講演会や街頭宣伝、行政への働きかけ

も行った。同じ門司地域とされている[山口のこ

え]と協力し、両県の議員によびかけた「福岡山口

土砂会議」も行っている。平和の地殻変動も起き

ている。 

【辺野古土砂搬出反対熊本県連絡協議会】 

 恐竜の島「御所浦」の採石場の岩ズリが、辺野古

の埋立に使われることを知って 3 年。地元の「御所

浦まちづくり協議会」の奮闘で、事業者・御所浦ま

ちづくり協議会・熊本県・天草市の 4 者の間で、私

たちの要求に近い締結書が交わされた。掘った穴へ

の埋戻しは場内土砂を使うことも取り決められ、辺

野古へ運ぶことが可能な土砂は少なくなった。 

【南大隅を愛する会】 

 代表の大坪満寿子さんは町議会選挙で当選され、

奮闘されている。南大隅町辺塚は核の最終処分場候

補地とされたこともある。山を買収する業者の動き

もあり、知事へ採掘権の許可を出さないように働き

かけることが最重要課題だ。 

【自然と文化を守る奄美会議】 

 中部採石場から流出する赤土公害で「死の海」と

なっていることを訴えてきたが、昨年 8 月三反園知

事は 3 年間の中部採石場の許可を発表した。そして

今年、奄美の世界自然遺産登録は見送られた。さら

に自衛隊の配置計画も進んでいる。奄美カントリー

クラブと筋子地区の 2 カ所。米軍だけではなく、自

衛隊の動きも急だ。 

【首都圏グループ】 

 土砂搬出地の情報提供が役割だと感じている。国

会議員、関係団体との連携、各種集会での報告・ア

ピールを行っている。今後さらに国会包囲実行委員

会、辺野古を土砂で埋めるな！首都圏連絡会を中心

に、環境団体と連携を深め、土砂搬出地の現状と運

動を紹介していきたい。 

 

提言とまとめ 

 各地からの報告が終わり、私たちの顧問：湯浅一

郎さんから「まとめと提言」をいただいた。奄美で

の発足からの土砂全協の 3 年を振り返り、署名活

動・対県交渉・沖縄県の条例を活かす取組みを紹介

され、今後は沖縄県条例の規制力を高めるため、改

正が必要であること。生物多様性国家戦略で「重要

度の高い海域」を海洋保護区に指定し、そこでの土

砂採取や埋立ては禁止されるべきと訴えられた。 

 さらに、北東アジア情勢に触

れられ、「朝鮮戦争の終結、冷

戦構造の解消、北東アジア非核

兵器地帯の形成に向かう今、軍

事力によらない安全保障の構

築は夢ではない」とされ、「沖縄の米軍基地も存在意

義がなくなる。我々の闘いは、軍事から非軍事とい

う観点から国の政策を変えていく、その最前線にあ

る」とまとめられ、会場から大きな拍手が起きた。 

 最後は、阿部悦子共同代表の登

場だ。「昨夜、山城博治さんから

『集会決議』のことを聞かれ、今

朝、顧問の向井先生にお願いをし

て作っていただいた」と紹介され、

今回の沖縄集会に奔走された多くの方々への感謝を

述べられ、感極まりながらの集会決議であった。 

 閉会挨拶は国頭郡本部町出身

で翁長知事を支える会派『おきな

わ』の平良昭一県議会議員。今回

の集会への謝辞と、辺野古新基地

を許さない力強い言葉で締めく

くられた。そして平良議員の音頭での「団結ガンバ

ロウ」が会場に響いた。素晴らしい集会であった。 

 
 全国からの参加者が登壇、沖縄の皆さんとともに

声高く「団結ガンバロウ！」 
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2018.5.28沖縄タイムス 1面  

「その土砂ストップ！沖縄集会」 集会決議 

 

本日、私たちは、沖縄市において、命の海に基地はいらないを合言葉に、「その土砂ストップ！沖縄

集会」を開催し、以下を確認した。日米政府は、沖縄の基地負担を解消することなく、沖縄県民の度重

なる基地反対の意思表明を無視して、辺野古に新しい大規模軍事基地建設を進めている。この新基地建

設は、動き始めた北東アジアでの平和への各国の外交努力を無視し、戦争瀬戸際政策を基盤としている

ものであり、平和への人々の願いを踏みにじるものであり、絶対に許せない。 

今年 7月にも、ジュゴンが棲み多くの生き物が棲む貴重な大浦湾・辺野古の海への埋め立てを開始す

るという危機的状況に、私たち、「その土砂ストップ！沖縄集会」に結集した西日本の土砂搬出予定地

を中心とした市民は、これまで「ふるさとの土砂を一粒たりとも戦争のために使わせない」運動を強化

し、沖縄県と搬出予定県とが協力して辺野古埋立土砂を搬出させないこと、採石による地元の環境破壊

を許さないこと、辺野古の海を埋め立てないことを要求して活動を前進させる決意である。 

 北海道から沖縄までの市民がここ沖縄市に集まり、これまでの活動を総括し、前進させるために、沖

縄県をはじめ土砂搬出予定県に対し、戦争に反対し辺野古軍事基地建設を止めさせるために共に行動す

ることを呼びかける。以上、本集会の名において決議する。 

    2018年 5月 27日         「その土砂ストップ！沖縄集会」参加者一同 
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琉球新報 27面 
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辺野古土砂全協第 5 回総会報告 

新たな署名活動を進めよう 
                       辺野古土砂全協事務局長 松本宣崇 

♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒ 

 

 辺野古土砂全協第5回総会は５月２７日午前9

時より、沖縄市の沖縄市民会館で開催され、北海

道から沖縄まで各地から 60 余名が作歌しました。

約 3 時間、昨年度の活動報告に踏まえ今年度の活

動について活発な議論が交わされ、今年度の事業

計画と収支予算を確認しました。 

 第5回総会で確認された今年度の活動方針につ

いて簡単に報告します。 

 前回、第 4 回総会で確認した 

① 生物多様性国家戦略並びに生物多様性地域戦

略と外来種持込み防止対策 

② 『生物多様性の観点から重要度の高い海域』 

③ 沖縄県条例を活かし、広域連携による協力の

要請 

 今年度の活動も、上記三点を軸に要活動を進め

ていく。 

 

１ 対政府、とりわけ沖縄防衛局への働きかけ 

 生物多様性国家戦略に即して、外来種の持ち出

し・持ち込みを防止することが政府の責務である

ことをどう担保できるのか、さらに厳しく追及し

ていく。その際、西日本各地の採石業者との契約

がまだ行われていない現状を踏まえ、契約をさせ

ない、遅らせるためにあらゆる手段を講じる。 

 3 月 15 日の防衛省交渉でも、特定外来種防止

対策としての「高熱処理」実験は、動物について

は昆虫わずか二種類についての実験に留まり、植

物については実験すらされていないことが明らか

になった。防衛省は、外来種防止対策を持ち得て

いないことは明らかだ。 

 ８月にも、本部・国頭など沖縄県内土砂を辺野

古の海に投入する工事を強行しようとしている。 

 さらには、埋立て工事区域海底に広がる琉球石

灰岩の軟弱地盤、そして専門家が指摘する活断層

の存在、日本の断層の交差による海底の落ち込み

と、地質上の問題への対策も示されていない。 

 防衛省所管の事業も「生物多様性国家戦略」に

拘束されると言いつつ、その対応・対策は極めて

杜撰である。 

 防衛省へのさらなる要請と交渉行動、国会議員

を通じての資料公開要請、質問主意書提出を求め

ていきたい。 

 

２ 対沖縄県、沖縄県議会に対する働きかけ 

① 沖縄県土砂規制条例（以下、沖縄県条例）を

活かす取り組みとして、自治体の広域連携とし

て沖縄県が採取県に対する協力要請を求める。 

  沖縄県から持ち出し県に対し、以下を要請す

るように求める。 

 ・沖縄県による立ち入り調査への協力、ないし

調査依頼。  

 ・持ち込み防止の対策実施に関するチェック体

制への協力要請。 

② 沖縄県条例の実効性を確保するため、条例改

正を求める。 

 ・届け出制を許可制へ。 

 ・事業者に対する罰則規定の追加。 

 ・搬入土砂に関する審査期間の延長。 
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以上の条例改正を求める。 

③ 条例制定を主導した県議にも、沖縄県と同じ

内容を要請する。 

④ 沖縄県側から採取6県に対し外来生物防止対

策に関する協力要請を進めるよう求めていく。 

 

３ 持ち出し県、及び地域における取組み。 

 土砂採取６県に対し、外来生物防止対策の徹底

や採石業の新規や延長許可を下さないよう求めた

要請交渉で、６県では、沖縄県からの条例に基づ

く協力要請について、「あれば検討する」と回答し、

姿勢は変化してきている。 

① 現行沖縄県条例を活かす取り組みとして、採

取県で世論形成と、広域連携としての県への協

力の働き掛けを引き続き進める。 

② 採取各県では、地元からの採石免許新規許

可・延長許可の停止・搬出反対の運動を強めて

いく。 

③ 採取各県が策定する生物多様性地域戦略に、

外来生物の自県からの持ち出させない記述を書

き込むよう求めていく。 

 外来生物被害予防３原則「入れない・捨てな

い・拡げない」を、生物多様性地域戦略に位置

づけ、沖縄県からの協力要請の有無にかかわら

ず、自県の業務として持ち出しを規制していく

ことを自治体に要請していく。 

 同時に、「重要海域」は生物多様性国家戦略上、

「2020 年までに 10％と海洋保護区にする」

とした愛知目標達成のために選定された。海域

を所管する府県に対し、重要海域の環境保全へ

の取り組みを要望していく。 

 

４ 新たな署名活動を進めよう 

 外来種の持ち込み防除対策も示さないまま、生

物多様性国家戦略に反する行為を国が先頭に立っ

て進める等、当初なかった問題が浮上し、それに

もかかわらず土砂投入に踏み込もうとしている。 

 生物多様性をキーワードとし、閣議決定の「生

物多様性保全戦略」そして「重要海域」の保全や、

外来生物防止対策の徹底など新たな知見・課題へ

の対応を追及することを盛り込んだ、新たな署名

を開始することを決めた。 

 

５ 国会議員へのロビー活動 

 沖縄等米軍基地問題議員懇談会（以下、議員懇 

会長：近藤昭一衆院議員）にはすでに、野党各党

から 50 余名の国会議員が参加しており、さらな

る国会レベルでの連携を進めていく。 

 また、立憲民主党は「辺野古新基地の再検証・

ゼロベースの見直し」を選挙公約に掲げ、遅まき

ながら今年になって「再検証委員会」（座長・福山

哲郎幹事長）が設置された。立憲民主党はじめ野

党各党に対し、土砂投入を目前に控え危機感を訴

えて、国会において辺野古基地問題に精力的に取

り組むよう要請を早急に進める。 

 

６ 各地団体との交流・連携 

 搬出予定県での採石免許延長、外来生物混入防

止対策、重要海域の採石場を論点として、辺野古

新基地建設問題に様々な視点から取り組む団体と

交流・連携を図り、行政交渉をともに行っていく。 

とりわけ首都圏で、首都圏Ｇを介した「止めよ

う！辺野古埋立て 国会包囲実行委員会」および

「辺野古の海を土砂で埋めるな！首都圏連絡会」

との交流・連携を進める。 

 

７ 土砂運動にグローバルな視点を 

 大津共同代表より追加提案された。 

 沖縄はじめ、各予定地から土砂搬出を許さない

ために何より、辺野古新基地建設をストップさせ

ることが肝要である。その世論と確信を広げるた

めに、世界情勢などのグローバルな視点で、基地

問題・土砂問題をとらえ、語る力・見据える力を

持ちたい。そのために必要な全国中央学習会等を

取り組むことを提起するとし、承認された。 

 

８ 2017 年度決算並びに 2018 年度予算案 

 次頁に掲載通り、承認されました。 
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辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会 

第3期（2017.4.1～2018.3.31）決算 

並びに次期第４期（2018.4.1～2019.3.31）予算案 
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  沖縄フィールドワークに参加して   

 読谷村戦跡を訪ねて  

                      原発さよなら四国ネットワーク 大野恭子 

 ご案内下さったのは、知花昌一さんでした。私

が若い頃からずっと知花さんは沖縄の問題を社会

に明確に示され続ける方でした。 

1987 年、沖縄国体で強制された「日の丸」を焼

き捨てた件、1995 年、在日米軍通信基地として国

に不法占拠された「象のオリ」賃貸借契約を拒否

した件、1998 年～2010 年まで読谷村議会議員と

して活動されたこと、今は真宗の僧侶となってお

られること等、私の中で大きな存在でした。その

知花さんのお話は本当に深くそして温かいもので

した。 

 1945年4月1日、嘉手納の港を埋め尽した1500

隻、18 万 3 千人の米軍艦隊上陸。すでに 3 月 23

日、日本兵は撤退しており女子どもばかりになっ

ていた村民は、20 のガマに逃げ込んだのです。 

 

 知花さんは、対照的な 2 つのガマ（洞窟）に案

内して下さいました。一つは「チビチリガマ」。

140 名が逃げ込み、12 歳以下 47 名を含む 85 名

が「集団強制死」の場でした。「集団自決」などで

はなく、日本帝国による軍国主義教育と、琉球差

別が追い込んだ結果でした。 

 もう一つは「シムクガマ」。ここには 1000 名の

人たちが逃げ込んだけれど、その中にハワイ移民

帰りの 2 人の比嘉さんがおり、「アメリカ兵は赤

鬼ではない。どうせ死ぬなら太陽を見て死のう」

と説得し投降して全員が生き延びたと。1983 年ま

でガマの存在は語られなかったこと、生き延びた

村民の苦悩の歴史等を静かに語って頂きました。

戦争の記憶は沖縄の日常に今も身近なものとして

あるのです。 

 

 日本軍によって朝鮮から強制連行された 1 万人

以上といわれる軍夫や「慰安婦」の方々を慰霊す

る「恨（はん）の碑」にも案内して頂きました。 

 チビチリガマや「恨の碑」に納められている彫

刻の作者、金城実さんのアトリエにもお連れ頂き

ました。お二人は、沖縄の歴史の真実を次代に継

承し、平和を生み出す活動の強力なパートナーだ

と感じました。お留守だったのが残念でしたが、

圧倒的迫力の作品群に金城さんの、差別され苦し

められた人たちへの鎮魂の想いと、屈せず闘う

人々と共にある強靭な精神がビンビンと伝わって

きました。瀬長亀次郎さんや阿波根昌鴻さん、金

城さんのお母様、朝鮮から連行された人々の像が

叫んでいるように、語っているように並んでおり、

浄土への入り口のような錯覚を覚えました。 

 本土の盾としての犠牲を強いられ、日本軍が展

開していた故の悲惨な歴史がある沖縄に、過去と

同じ歴史を押し付けてはいけない、私にできるこ

とに力を尽くしたいと思います。 

 

チビチリガマ 

シムクガマ 
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泡瀬干潟に立って 

                           海の生き物を守る会 向井保子 

 このたびは、フィールドワークから始まった。

干潮が午前 11 時半ということで、午前中の「泡

瀬干潟コース」を選び、泡瀬の「ウミエラ館」に

向かう。屋良館長の出迎えを受け、前川氏より、

埋立てに関する経緯や貴重な生き物についての話

を聞いたのち、一同身支度を整え、早速海へ。 

 

 強い風のなか、潮が引いて遥かに続く干潟に進

む。声をかけられて立ち止まって目を凝らすと、

黒い塊がゾロゾロと移動している。「ミナミコメツ

キガニ」である。こちらが動くと素早く一斉に砂

に潜り込む。体を回転させながら何とも見事に砂

の中に身を隠すさまは、見ていて飽きない。あち

こちに「スナヂャワン」を見つける。一同歓声を

挙げながら時を忘れて波と戯れ、生き物を観察し、

貝殻を拾う。館長さんが「テナガカクレダコ」を

捕まえ見せてくれた。シーズンには独特の採り方

で食用にするという。 

 前回この地を訪れた際、埋立て工事が始まって

いて、大型ポンプで海底の海砂を大量に吸い上げ

ている様子を、辛く悲しい思いで見た。その埋立

て地が、干潟の前に長く伸びている。多様な生き

物の棲む干潟を埋め立て、プールや運動公園を造

るという。もう大切な自然は帰ってこない。 

 干潟から戻り、採取物を広げて互いに見せ合い、

同定作業。「もっと時間があれば…」の思いから、

午後もこの場に残ると決め、存分に調査もできた。 

 翌日からに備えてのエネルギーを充電し、潮が

満ちてきた泡瀬の干潟を後にした。 

 

南風原にようこそ！  

              島ぐるみ会議南風原 松井裕子 

 5 月 26 日は空梅

雨のうえ、気温が 1.5 度上昇という予報のもと、

那覇空港に 4 名様を迎えて始まった。南風原は読

谷や泡瀬に比べ、海はなし、観光的見どころもあ

るわけでもない、沖縄戦そのものツァーである。 

 南風原町には陸軍病院の炊事に使われた井戸跡

が二カ所。一カ所は接収していた国民学校の校庭

にある。本来は那覇にあった病院が、1944 年 10

月 10 日の米軍の空爆で焼け出された結果であっ

た。もう一カ所は国民学校も焼かれ黄金森の丘に

掘った 30 余りの横穴壕から“飯上げ”に通った

喜屋武集落に残る。 

 跡とはいえ 73 年前と繋ぐモノがそこにある。

20 号壕も然り、公開して 10 年、人が通れば劣化

が進むのは承知のうえで、負の遺産から直に学ん

でほしいと思う。地上戦では軍がヒトもモノも根

こそぎ動員する。学び舎を無くした子どもたちも

土運びで陣地構築に駆り出された。軍が島民を守

ってくれるという信念に支配された結果、村民の

43％が命を落としている。軍隊は住民を守らない

ばかりかスパイ扱いで殺されもした。その歴史を

繰り返さないために、町民は戦後 62 年の初夏、

戦争の放棄と戦力の不保持を掲げる憲法九条を石

に刻んで碑を立てた。 

南風原 20号壕 
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5月 28日、本部町で 辺野古ゲート前で 

辺野古土砂全協、抗議行動に参加 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018.5.29琉球新報  

18.5.28 

辺野古ゲート前で 

搬入に抗議 

辺野古ゲート前で 

搬入に抗議 

写真上 辺野古キャンプシュワブ

ゲート前に現れた 100 数十台のミ

キサー車とダンプ、延々と続く 

写真左上 機動隊の車両でロック

アウトされたゲート前の抗議集会 

写真左下 ゲート前に座り込む全

国から駆けつけた市民の皆さん 

写真右下 機動隊を動員し、３人

がかりで抗議する市民を引き抜く 

← ダンプ

に立塞がり

運搬船への

積み込みに

抗議 

⇨ 運搬船に

巨大な爪で石

材を積み込む 

写真上 辺野古ゲート前に現れた

100数十台のミキサー車とダンプ、

延々と続く 

写真左上 機動隊の車両でロック

アウトされたゲート前の抗議集会 

写真左下 ゲート前に座り込む全

国から駆けつけた市民の皆さん 

写真右下 機動隊を動員し、３人

がかりで抗議する市民を引き抜く 

本部港で石材搬出に抗議 

本部港で石材搬出に抗議 

⇦⇩ ダン

プ に 立 塞

がり、石材

積 み 込 み

に抗議！ 
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辺野古土砂全協第 5回総会・沖縄集会を終えて 
 

 辺野古土砂全協第 5 回総会 in 沖縄の開催、前段の泡瀬・読谷・南

風原へのフィールドワーク、懇親会そして「その土砂ストップ！沖

縄集会」の開催、さらには本部・辺野古の抗議行動と、びっしりと

中身の詰まった三日間にわたる一連の行事に、ご協力を頂いた名護

市・本部町・南風原町の「島ぐるみ会議」の皆様に、紙面を借りて

厚く御礼申し上げます。 

 「その土砂ストップ！沖縄集会」で司会を務めて頂いたお二人に、

寄稿して頂きました。   （「つながる力」編集部） 
 

  浦島悦子さん 島ぐるみ会議名護  

 辺野古土砂全協第 5 回総会は 5 月 27 日、極東最

大の米海軍・嘉手納基地に程近い沖縄市民会館中ホ

ールで開催された。辺野古埋め立て土砂搬出元各地

から参加される皆さんが、米軍基地と隣り合わせに

住む沖縄の人々の苦しみを少しでもいいから肌で感

じたいと、基地の集中する沖縄島中部での開催を希

望されたことに感銘を覚えた。 

 午前中の総会に続いて開かれた「その土砂ストッ

プ！沖縄集会―命の海に基地はいらない―」は、ご

当地沖縄市選出の仲村未央県議の歓迎挨拶、海勢頭

豊さん一行のコンサートで幕開け。辺野古崎の埋立

て予定海域の護岸工事が進み、「７月にも土砂投入か」

との緊迫した状況の中、県外からの 50 余人、県内

から約 230 人が参加し、立ち見も出る盛況となった。 

辺野古・大浦湾の海へと魂が誘われるような海勢

頭音楽の余韻の中で、名護市選出の親川敬県議によ

る開会挨拶、北上田毅さんの講演、全国港湾からの

特別報告が行われた。北上田さんは、辺野古新基地

建設事業の現在の進行状況、事業者である沖縄防衛

局が数々の違法や留意事項違反を繰り返しながら工

事を強行していること、埋立て用材（石材、岩ズリ）

の問題点（特定外来生物の除去策がない等）、大浦湾

の海底の超軟弱地盤や活断層の存在・飛行場周辺の

高さ制限など新基地の立地条件そのものが根底から

崩れていると指摘し、「土砂投入前に埋立て承認の撤

回が不可欠だ」と述べた。 

全国港湾労働組合連合会中央執行委員で辺野古新

基地建設反対対策委員会事務局長の諸見力さんは、

港湾労働者の立場から「辺野古の海を埋立てる土砂

は運ばない」決意を力強く表明した。 

休憩をはさみ搬出元各県 8 団体及び首都圏グルー

プから、各地の活動が報告された。様々な課題や悩

みを抱えつつ「故郷の自然も沖縄の自然も守りたい」

と奮闘している姿は、県内参加者に「自分たちは孤

立していない」と大きな希望を与えた。 

湯浅一郎顧問によるまとめと提言「沖縄県土砂条

例や生物多様性国家戦略・地域戦略を生かす取り組

み、生物多様性・非軍事の観点から国の政策を変え

ていこう！」、阿部悦子共同代表からの新たな署名運

動の提案、集会決議の採択、本部町出身の平良昭一

県議の音頭による「頑張ろう！」で集会を締めくく

った。 

本部町島ぐるみ会議の原田みき子さんとともに司

会を務めた私は終了後、沖縄側参加者の多くから「素

晴らしい集会だった」「勇気と元気をもらった」と声

をかけられたことを付け加えたい。 

翌 28 日、県外参加者の皆さんは、本部町の採石

場視察、本部港塩川地区での石材搬出阻止行動の後、

辺野古ゲート前の座り込みに参加。ダンプや生コン

車の搬入時、炎天下で機動隊の「ゴボウ抜き」に遭

いながらも、愛媛・香川の女性たちがゲート前で響

かせた元気で素敵な歌声は、座り込み参加者を元気

付けただけでなく、若い機動隊員や警備員たちにも

届いたと信じたい。参加された皆さま、本当にあり

がとうございました！ （2018.6.4 記） 

司会の原田みき子さんと浦島悦子さん 
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  原田みき子さん 本部町島ぐるみ会議  

 辺野古土砂全協（以下、土砂全協）第 5 回総会・

沖縄集会は多くの沖縄県民に感謝されて終わった。 

5 月 27 日午後の「その土砂ストップ！沖縄集会」

の会場でたくさんの方から「ありがとう」と労いの

言葉を頂いた。一週間たった今でも、辺野古ゲート

前でこの言葉を頂く。それはスタッフ全員に捧げら

れたものであり、とりわけ各県の活動に対する深い

感謝が込められているように思う。 

 そして何よりの成果は、5 月 29 日の謝花喜一郎沖

縄県副知事との面談で「（外来生物混入防止対策とし

て）自治体連携は不可欠であり、必要な協力依頼は

重要だ」という発言を引き出したこと。さらに各県

への立入り調査では、県職員に加え 12 名の外部有

識者で対応することを明らかにした。これまでの県

の対応を考えれば画期的な前身である。昨年 7 月に

も土砂全協は県議 13 名や県職員にロビー活動を行

っているし、私自身辺野古の集会や県議の方々へ数

回、自治体連携を訴えてきた、やっと努力が報われ

た感がある。 

 二つ目の成果は緊急署名を集める決定がなされた

こと。すでに約 12 万筆の署名が集まっているが、

新たな文言で集めれば、同じ人でもまた出来るし、7

月の本格的な埋立てを目前に「緊急」を訴えれば多

くの人の賛同を得るだろう。今集会でも、沖縄市内

に大きな集会が他に二つもあるのに 230 名の参加を

得た。土砂全協に寄せる県民の期待は大きい。県内

で多くの署名が集まるだろうし、つながる力が発揮

されれば全国的な展開も見込める。土砂全協の発信

力に希望を感ずる。 

 これまで県議数名から、「土砂条例の審査基準を厳

しくする」と聞いているが、今集会には県議に加え

元国会議員や市町村議員の参加があった。みな真剣

な眼差しだった。「沖縄は孤立していない。全国でこ

んなに応援してくれている」と実感しただろう。 

 闘いの現場では、救急搬送と不当逮捕はそれぞれ

70 回を超えたのではないか。これから真夏を迎える

とあって、救急搬送はさらに増えるだろう。県外マ

スコミはこの事実を殆ど書かない。「臭いものにフタ」

が現政権の方針らしいが、私たちは生きている。空

も大地も海も米軍に奪われている沖縄を未来に残し

たくない。安倍政権は代替と言いながら「辺野古が

出来ても普天間は返さない」と、稲田元防衛大臣に

言わしめている。沖縄県民を愚弄するにも余りある。

そんな中、土砂全協の活動は県民に夢と希望を与え

た。北九州の総会で五島の歌野礼さんの報告を聞き、

一条の光明を見出したが、沖縄総会はさらに大きな

光となって沖縄を照らしてくれた。 （2018.6.5記） 

 

辺野古土砂搬出計画撤回を求める署名 

3 月 15 日、第三次提出 23,411 筆 合計 117,310 筆に 
 

 

15 年 3 月、全国に呼びかけ、始めた辺野古土

砂搬出計画撤回を求める署名、15 年 10 月 15

日に第一次 52,429 筆、16 年 11 月 1 日の第二

次 41,470 筆に続き、３月 15 日に第三次

23,411 筆を提出しました。合計 117,310 筆に

達しました。 

 署名を呼びかけて 3 年、11 万筆を超える署名

が寄せられたこと、その大半が一市民の手でコツ

コツと集められた署名の積み上げであることは、

大いに評価されるべきだと思います。 

 さらに第三次提出後 1２,000 筆余りが寄せら

れており、ぜひとも内閣府に届けたいと思います。 

 辺野古土砂全協では、外来生物防止対策のな

い無謀な土砂搬出計画の撤回を求め、新た

な署名を始めます。 

 引き続き、皆様のご協力をお願いします。 
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∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾ 

5月 29日,沖縄県副知事と、そして 7月 2日,沖縄県議と面談 

外来生物混入防止へ各県と連携を 
沖縄県土砂条例を改正し実効性強化を要請 

 

               辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会共同代表 阿部悦子 

∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾∾ 

 ５月２5日からの沖縄総会

関連のスケジュールの最後は、

２９日の沖縄県副知事謝花喜一

郎氏との懇談・要請行動でした。 

 全協としてこれまで行ってき

た各県への特定外来生物対策に

ついての要請の経過をお話し、

沖縄県から各県に対して協力要

請をして頂きたい、さらには沖

縄県の「土砂条例」に罰則規定

を入れるなどの強化を求めまし

た。謝花氏は各県への協力要請

については前向きな発言をされ

たものの、条例の強化について

は私たちが望むような言葉を頂

くことはありませんでした。 

 そこで、去る７月２日、北上

田毅さんのお計らいで、県議会

与党会派の議員さんたちにお目

にかかりました。台風７号の真

っ只中でしたが、「社民・社大・

結連合」の照屋大河議員、「会派おきなわ」の新垣

清涼議員、「共産党」の比嘉瑞己議員の全与党会派

からお集まり頂き、北上田さん、湯浅さん、八記

さん、そして本部町島ぐるみ会議から高垣喜三さ

んも参加してくださって、沖縄の土砂条例の強化

によって辺野古大浦湾への土砂投入を止めるため

の具体的な提案をさせて頂きました。 

 三会派の議員のみなさん、そして夜お会いでき

た仲村未央議員とは、土砂条例制定時に苦労され

た方々だけに、充分な時間を取ってくださり前向

きで熱心な意見交換ができました。 

 

 

 その席で北上田さんが言われた「土砂条例の強

化は辺野古埋め立て阻止の最大の決め手」、八記さ

んが言われた「搬出現地としての最後の砦」、湯浅

さんが提案された「新条例案に『生物多様性』の

理念を」などの理念が共有できたのではないかと

思います。沖縄県議会議員の新たな動きに注目し

私たちも活動を続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

2018.5.30沖縄タイムス 
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∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

天草市御所浦の（有）山口海運採石場の跡地整備に関する協定締結 

土砂搬出のストップも可能か？ 
              辺野古土砂搬出反対熊本県連絡協議会事務局長 生駒研二 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

 （有）山口海運（以下、山口海運）の御所浦採

石場の跡地整備に関する協定が、山口海運・御所

浦まちづくり協議会（以下、協議会）・熊本県・天

草市の 4者で、4月 27日締結された。その主な内

容を紹介する（事業期間は 1年）。 

 

【山口海運の責務】 

〇事業の実施に当たっては、跡地整備計画におけ

る中央部の掘り下がり採掘跡地の埋戻しを優先

的に行う。 

〇跡地整備計画による事業の実施に当たっては、

採石場内の土石等を使用する。 

〇事業の実施に当たっては、熊本県の指示及び指

導に従い、事業の速やかな進捗のために必要な措

置を講ずる。 

〇最終的な跡地整備の実施に必要な土石は、採石

場内の土石で確保するものとし、跡地整備に必要

としない土石等については、場外に搬出すること

ができるものとする。なお、跡地整備の最終的な

段階で緑化に適した土が不足する場合においては、

採石場外からの土の搬入について別途協議を行う。 

【山口海運の報告と熊本県の立入指導】 

〇作業工程表に従い、作業の進捗状況に応じて報

告を行わなければならない。 

〇熊本県は、前条の報告があった場合及び進捗に

応じて随時、採石場に立ち入り、山口海運に対し

必要な指導及び指示を行う。 

【熊本県及び天草市の立入調査等】 

〇跡地整備計画の実施状況について確認を行うた

め、立入調査を実施し、又は報告を求めることが

できる。この場合において拒んではならない。 

〇立入調査を行う場合は、協議会も同行できるも

のとし、山口海運は協議会の同行に協力する。 

【環境モニタリングの実施】 

〇山口海運は、採石場内で使用した製鋼スラグが

周辺環境に影響を及ぼしていないことを確認す

るため、協議会の立会いのもと、熊本県及び天草

市の指導により、定期的に周辺海域等の水質等の

調査を実施し、その結果を熊本県及び天草市に報

告しなければならない。 

〇熊本県は、調査結果を協議会に提供する。 

【継続協議事項】 

〇本件認可期間終了後の跡地整備計画に関するこ

と（緑化計画、本件認可申請の西側の掘り下がり

採掘計画、本件認可申請の西側の災害防止のため

の築堤、盛土計画及び雨水排水計画を含む。） 

〇採取期間及び跡地整備期間に関すること 

〇跡地整備状況の確認方法に関すること 

〇採石場に搬入済の製鋼スラグに関すること 

【本協定締結後の認可申請の条件】 

〇山口海運は、本件認可期間後の採石法第 33条の

3 に規定する岩石採取計画認可申請を行うための

条件として、協議会の同意を得るものとする。 

 

 埋戻し現場での製鋼スラグや浚渫土砂の発見か

ら、「御所浦を海のゴミ捨て場にするな！」「掘っ

た土砂で池になった穴を埋め戻させれば辺野古

に持っていく土砂はない」と、取り組んでこられ

た御所浦まちづくり協議会の素晴らしい成果です。

弁護団も「裁判で闘ってもこれ以上の結果は出な

い」と判断されています。「これから(株)隆勢をど

うするか、正念場だ」森会長は言われます。私た

ちも更に信頼関係を重ね、その取り組みを支援し、

『恐竜の島御所浦』と『ジュゴンの海辺野古』の

自然と生活を活かす未来に向け、頑張ります。 
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∽∽                    ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

西日本からの土砂搬出ストップ！ 
                   辺野古土砂搬出反対首都圏グループ 富田英司 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 私たち「辺野古土砂搬出反対首都圏グループ」

（略称・首都圏グループ）は「辺野古土砂搬出反

対全国連絡協議会」（略称・全協）参加の埋立土砂

搬出地の 18 団体と一緒に土砂搬出阻止運動を取

り組んでいます。 

 なぜ、私たち「首都圏グループ」が西日本の「全

協」に参加しようと決めたのか？ 

 東日本・首都圏の人たちは、「辺野古の埋立土砂

（2100万㎥）の８割が西日本から」運ばれること

をほとんど知らないことに気が付いたからです。

鹿児島県の奄美・南大隅、熊本県の天草、長崎県

の五島、福岡県の門司、瀬戸内海では山口県の２

島、香川県の小豆島から土砂が搬出されることを

知らないのです。 

 そこで、首都圏でもこの「土砂問題」を広めて

いく必要があると、この間、国会議員への働きか

け、沖縄等米軍基地問題議員懇談会への情報提供、

防衛省・環境省交渉、西日本の搬出地の視察、土

砂搬出反対の署名活動、「美ら海壊すな！土砂で埋

めるな！５．２６国会包囲行動」参加等の活動を

精力的に取り組んできました。 

 
18.6.9山城さんを招き「止めるぞ！土砂投入 6.9集会」 

 今回、東京において土砂投入に反対していく新

しい組織「辺野古の海を土砂で埋めるな！首都圏

連絡会」が結成されました。首都圏周辺において

沖縄問題を取り組んでいる市民団体 30 団体以上

が加入しています。 

 さっそく６月９日、山城博治さんに来てもらい

「止めるぞ！土砂投入６．９集会－軍事基地で辺

野古の海をつぶすな」を開催しました。 

 
18.6.4新宿で辺野古を埋めるな！街頭キャンペーン 

 いよいよ安倍政権は、８月から辺野古の海に土

砂を投入しようとしています。 

 私たち「首都圏グループ」も沖縄の皆さん及び

西日本の「全協」の皆さんと連帯して、土砂搬出

を阻止する決意です。共に頑張りましょう！ 

 
18.6.24新宿で「土砂で埋めるな！街頭宣伝」 

 追記：６月 24日には、新宿で「土砂で埋めるな！

街頭宣伝」を取り組み、その後「新宿デモ」も行

い、28日には、辺野古埋立工事元請・大成建設本

社前で「統一抗議行動」も取り組みました。 

その後、新組織「「辺野古の海を土砂で埋める

な！首都圏連絡会」は、「辺野古の海を埋めるな！

首都圏キャンペーン」を取り組んでいます。 
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2018.6.7 沖縄タイムス 桜井国俊氏（沖縄大學名誉教授)論稿「ＩＵＣＮ勧告 再考」 

 

 

 

 

 

（次頁に続く） 
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桜井国俊先生とは 

1943 年静岡県熱海市生ま

れ。東京大学卒、工学博士。

沖縄環境ネットワーク世話

人。 

 東京水俣病を告発する会な

ど多くの市民運動に関わる。 

 WHO や JICA の環境専門

家として多くの途上国で働

く。青年海外協力隊の環境教 

育隊員の育成に 25 年にわたり関わる。 

東京大学客員教授、沖縄大学教授、沖縄大学学長

などを経て現在沖縄大学名誉教授。 

翁長知事が設置した第三者委員会の委員として

辺野古埋立承認の法的瑕疵を解明。 

2018.6.7 

沖縄タイムス「文化」欄 

 昨年、北九州市で開催した辺野古土砂全協第 4 回総会記念シンポで基調講演を頂いた桜井国俊・

沖縄大學名誉教授が、第 5 回総会記念「その土砂ストップ！沖縄集会」にご参加してくれました。 

沖縄集会直前に報道された国際自然保護連合による奄美・琉球の世界自然遺産登録の「登録延期」

勧告や、集会での講演や各地からの報告と辺野古土砂全協の謝花沖縄県副知事との面談を踏まえ

た、桜井先生の論稿が、2018 年 6 月 7 日付沖縄タイムスに掲載されました。 

 ぜひ多くの市民の皆様にお読みいただきたく、転載します。 （「つながる力」編集部） 
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土砂で辺野古に運ぶな！本土からの特定外来生物 

８月土砂投入ストップ！首都圏集会 

  ７月２5 日（水）18：00 開場 18：30 開会 

  全水道会館４階大会議室（ＪＲ中央線・地下鉄三田線「水道橋」） 

   主催 辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会・辺野古土砂搬出反対！首都圏グループ 

   共催 辺野古土砂全協の海を土砂で埋めるな！首都圏連絡会 

   協賛 「止めよう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員会 

 ・・ 防衛省要請交渉 ・・  

   ７月２６日(木)  1１：０0～1２：０0  

       （ １０：00 参議院議員会館ロビー集合） 

   参議院議員会館・地下 1 階 107 号室 
   糸数慶子参院議員のご仲介で、4回目の交渉が実現しました。ぜひご参加を！ 

  連絡先・事務局 （携帯：090－3638－0187 E-mail：nmatchan@ms8.megaegg.ne.jp 松本） 

 

✿ 稲嶺進さん講演会 ✿✿ 

 8 月 5 日(日)14：00～ 

 北九州市立商工貿易会館（北九州市） 

 主催：辺野古土砂搬出反対北九州連絡協議会 

✿ 辺野古土砂北九州第 4 回総会 ✿✿ 

 9 月 1 日(土)14：00～ 

 北九州市 未定 

 主催：辺野古土砂搬出反対北九州連絡協議会 

 

■ 編集後記 

◎ （松本） 辺野古土砂全協第5回総会には全国から50余名が、沖縄に足を運び、県内からも230名が参

加して下さり、盛会のうちに一連の行事を無事終えることが出来ました。会場となった沖縄市で全ての準

備を怠りなく整えて下さった名護市、本部町。南風原町の島ぐるみ会議の皆様には厚く感謝申し上げます。

沖縄からの、辺野古土砂全協をはじめ本土側の活動への期待に全力で応えていきたいと思います。 

 
 

 

 

 

 

 

インフォメーション 

2018年度会費のお願い 
土砂全協も 4年目に入りました。 

2018年度団体・個人会費のお納めをお願いし

ます。 

― 郵便振替口座 － 
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名義 辺野古土砂搬出反対全国連絡協議会 
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